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4　 1 正負の数の意味⑴

要点のまとめ

 正の数・負の数
●　正の数……0より大きい数を正の数といい，正の符号「＋」（プラス）をつけて表します。
●　負の数……0より小さい数を負の数といい，負の符号「－」（マイナス）をつけて表します。

①　0より 3大きい数 → ＋3（プラス 3）
②　0より 2小さい数 → －2（マイナス 2）

●　整数……整数には，負の整数，0，正の整数があります。正の整数を自然数ともいいます。

●　正の数・負の数の利用
①　たがいに反対の性質をもつ量は，一方を正の数で，もう一方を負の数で表すことがあります。

100 円の利益を＋100 円と表すと，200 円の損失は－200 円と表されます。
②　ある基準を決めて，それからの増減や過不足などを正負の数で表すこともあります。

テストの合格点 80 点を基準にすると，次のように表せます。
90 点…＋10 点　　　75 点…－5点

 

 数直線
● 　数直線で，0に対応する点を原点といい，右
の方向を正の方向，左の方向を負の方向とい
います。

 

 絶対値
●　絶対値… …数直線上で，ある数に対応する点と原点との距離を絶対値と

いいます。
①　＋3の絶対値 → 3
②　－3の絶対値 → 3

 

 数の大小
●　数の大小関係を表す記号＜，＞を不等号といいます。
●　数の大小……①　正の数は０より大きく，絶対値が大きいほど大きいです。

②　負の数は０より小さく，絶対値が大きいほど小さいです。
－5＜－3＜－1＜0＜＋1＜＋3＜＋5

1

例

例

例

2

3

例

4

例

1 正負の数の意味⑴

整数

負の整数

…， …

正の整数（自然数）

－4，－3，－2，－1， 0， 1， 2， 3， 4，

原点

負の方向
正の方向

0－1 ＋1 ＋2 ＋3 ＋4 ＋5－2－3－4－5

0 ＋3－3

3 3
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1 正負の数の意味⑴　5

11

22

学習日 月 日

学習日 月 日

次の問いに答えなさい。

□ ⑴　次の数を正負の符号をつけて表しなさい。

□ ①　0より 6小さい数 □ ②　0より 13 大きい数 □ ③　0より 4.2 小さい数

   

□ ④　0より 0.57 大きい数 □ ⑤　0より
2
3 小さい数 □ ⑥　0より

4
5 大きい数

   

□ ⑵　〔　〕内のことばを使って，次のことを表しなさい。

□ ①　－2大きい〔小さい〕 □ ②　－5増える〔減る〕 □ ③　－0.4℃高い〔低い〕

   

□ ④　3小さい〔大きい〕 □ ⑤　8個少ない〔多い〕 □ ⑥　－10 小さい〔大きい〕

   

次の問いに答えなさい。

□ ⑴　次の数直線上の点Ａ～Ｆに対応する数を答えなさい。

A 　B 　C 　D 　E 　F

□ ⑵　次の数に対応する点を，下の数直線上に↓で示しなさい。

□ ①　－1 □ ②　0 □ ③　＋1.5 □ ④　－3.3 □ ⑤　＋ 12  □ ⑥　－ 85

正の数・負の数

数直線

－2 0 ＋2

A
↓

B
↓

C
↓

D
↓

E
↓

F
↓

－3 ＋3

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

5

2 2 3 3 3 3
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6　 1 正負の数の意味⑴

33

44

学習日 月 日

学習日 月 日

次の問いに答えなさい。

□ ⑴　次の数直線で，－2に対応する点をＡ，＋3に対応する点をＢとするとき，あとの問いに答えなさい。

□ ①　それぞれ数直線上に示しなさい。

□ ②　点Ａと０との距離を答えなさい。

□ ③　０からの距離が 3である点は，点Ｂ以外にもう１つある。その点に対応する数を答えなさい。

□ ④　点Ａと点Ｂとの距離を答えなさい。

□ ⑵　次の数の絶対値を答えなさい。

□ ①　＋5 □ ②　－0.7 □ ③　 12

   

次の問いに答えなさい。

□ ⑴　次の空欄にあてはまる不等号を答えなさい。

□ ①　－16（　　）＋5 □ ②　－7（　　）－10 □ ③　＋5.6（　　）－1.1

□ ④　－27（　　）－2.6 □ ⑤　＋ 15（　　）－4 □ ⑥　－3（　　）－ 103

 

□ ⑵　次の各組の数を小さい順に並べなさい。

□ ①　０，－1，＋2，－3，＋4 □ ②　＋0.07，－0.7，＋7，－7.7

  

□ ⑶　－1より大きい数のうち，最も小さい整数を答えなさい。

絶対値

数の大小

0－5 ＋5

1

3

3

3

2 22

1 12

2 21

4 4

5
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1 正負の数の意味⑴　7

50

得 点

確 認 テ ス ト

学習日 月 日

11 次の問いに答えなさい。 【⑴ 3点× 6，⑵ 4点× 2】

□ ⑴　次の数直線上の点Ａ～Ｆに対応する数を答えなさい。

A 　B 　C 　D 　E 　F

□ ⑵　〔　〕内のことばを使って，次のことを表しなさい。

□ ①　1.6cm短い〔長い〕 □ ②　－15 円安い〔高い〕

  

22 次の問いに答えなさい。 【⑴⑵ 3点× 4，他 4点× 3】

□ ⑴　次の数の絶対値を答えなさい。

□ ①　－4 □ ②　０ □ ③　－3.8

   

□ ⑵　絶対値が 4である数を，2つ答えなさい。

□ ⑶　次の数を小さい順に並べなさい。

－0.02，－ 12 ，－0.2，－2

□ ⑷　－6より小さい数のうち，最も大きい整数を答えなさい。

□ ⑸　－3より大きく 1より小さい整数をすべて答えなさい。

－2 0 ＋3

A
↓

B
↓

C
↓

D
↓

E
↓

F
↓

5

1 1

2 22

4

5

5

5
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8　 2 正負の数の意味⑵

要点のまとめ

 正の数をたすこと，正の数をひくこと
●　正の数をたす計算… …正の数をたすことは，たす数だけ大きい数を求めることなので，数直線上で，

たす数の絶対値だけ右へ移動した点に対応する数を求めます。
●　正の数をひく計算… …正の数をひくことは，ひく数だけ小さい数を求めることなので，数直線上で，

ひく数の絶対値だけ左へ移動した点に対応する数を求めます。
①　（＋2）＋（＋3）＝＋5 ②　（＋2）－（＋3）＝－1

 

 負の数をたすこと，負の数をひくこと
●　負の数をたす計算… …「負の数をたす」ことは「正の数をひく」ことと同じなので，数直線上で，た

す数の絶対値だけ左へ移動した点に対応する数を求めます。
●　負の数をひく計算… …「負の数をひく」ことは「正の数をたす」ことと同じなので，数直線上で，ひ

く数の絶対値だけ右へ移動した点に対応する数を求めます。
①　（＋2）＋（－3）＝－1 ②　（＋2）－（－3）＝＋5

 

 正負の数の加法

①　（－2）＋（－3）＝－（2＋3） ②　（＋2）＋（－3）＝－（3－2）
＝－5 ＝－1

 

 正負の数の減法
●　正の数，負の数をひくことは，符号を変えてたすことなので，減法はすべて加法に直して計算できます。

①　（－2）－（＋3）＝（－2）＋（－3） ②　（＋2）－（－3）＝（＋2）＋（＋3）
＝－（2＋3） ＝＋（2＋3）
＝－5 ＝＋5

●　加法の式の表し方… …加法の式では，かっこと「たす」ことを表す「＋」を省いて書くことがあります。

1

例

2

例

3

例

4

例

2 正負の数の意味⑵

正負の数の加法
　①　同符号どうしの加法……絶対値の和に，共通の符号をつける。
②　異符号どうしの加法……絶対値の差に，絶対値の大きい方の符号をつける。

3

＋2 ＋5

3

＋2－1

3

＋2－1

3

＋2 ＋5
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2 正負の数の意味⑵　9

11

22

学習日 月 日

学習日 月 日

数直線を使って，次の計算をしなさい。

□ ⑴　（＋4）＋（＋4） □ ⑵　（＋6）＋（＋5） □ ⑶　0＋（＋2）

   

□ ⑷　（－4）＋（＋1） □ ⑸　（－5）＋（＋6） □ ⑹　0＋（＋3）

   

□ ⑺　（＋9）－（＋7） □ ⑻　（＋2）－（＋2） □ ⑼　（＋1）－（＋4）

   

□ ⑽　（－5）－（＋3） □ ⑾　（－5）－（＋5） □ ⑿　（－4）－（＋7）

   

数直線を使って，次の計算をしなさい。

□ ⑴　（＋9）＋（－6） □ ⑵　（＋4）＋（－8） □ ⑶　（＋3）＋（－5）

   

□ ⑷　（－6）＋（－2） □ ⑸　（－1）＋（－6） □ ⑹　（－4）＋（－1）

   

□ ⑺　（＋4）－（－1） □ ⑻　（＋5）－（－6） □ ⑼　（＋3）－（－3）

   

□ ⑽　（－5）－（－4） □ ⑾　（－7）－（－9） □ ⑿　（－2）－（－6）

   

正の数をたすこと，正の数をひくこと

負の数をたすこと，負の数をひくこと

＋5 ＋100－5－10

＋5 ＋100－5－10

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1
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10　 2 正負の数の意味⑵

33

44

学習日 月 日

学習日 月 日

次の計算をしなさい。

□ ⑴　（＋2）＋（＋10） □ ⑵　（＋8）＋（＋13） □ ⑶　（＋5）＋（＋20）

   

□ ⑷　（－14）＋（－8） □ ⑸　（－15）＋（－9） □ ⑹　（－26）＋（－7）

   

□ ⑺　（＋18）＋（－21） □ ⑻　（＋12）＋（－11） □ ⑼　（＋16）＋（－25）

   

□ ⑽　（－6）＋（＋4） □ ⑾　（－10）＋（＋10） □ ⑿　（－5）＋（＋9）

   

次の計算をしなさい。

□ ⑴　（＋1）－（＋3） □ ⑵　（＋3）－（＋9） □ ⑶　（＋6）－（＋5）

   

□ ⑷　（＋4）－（－7） □ ⑸　（＋2）－（－5） □ ⑹　（＋1）－（－8）

   

□ ⑺　（－2）－（＋13） □ ⑻　（－11）－（＋9） □ ⑼　（－15）－（＋22）

   

□ ⑽　（－5）－（－2） □ ⑾　（－6）－（－7） □ ⑿　（－2）－（－5）

   

□ ⒀　－4＋7 □ ⒁　－2－5 □ ⒂　－6＋4

   

正負の数の加法

正負の数の減法

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1 1 1
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2 正負の数の意味⑵　11

50

得 点

確 認 テ ス ト

学習日 月 日

11 次の計算をしなさい。 【3点× 10】

□ ⑴　（＋1）＋（＋7） □ ⑵　（－3）＋（－5） □ ⑶　（－6）＋（－4）

   

□ ⑷　（－7）＋（＋8） □ ⑸　（－13）＋（＋6） □ ⑹　（＋8）－（＋6）

   

□ ⑺　（－7）－（－7） □ ⑻　（－4）－（＋9） □ ⑼　（－10）－（－3）

   

□ ⑽　0－（－9）

 

22 次の計算をしなさい。 【4点× 5】

□ ⑴　2－5 □ ⑵　－1－8 □ ⑶　－15＋22

   

□ ⑷　（＋2.3）－（＋1.9） □ ⑸　（＋ 56 ）－（－ 23 ）

  

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1

1 1 1

2 2

SAM
PLE




